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介
護
保
険
制
度
は
平
成
12
年
度

に
始
ま
り
ま
し
た
が
、
介
護
度
が

中
・
重
度
に
な
る
と
場
合
に
よ
っ

て
は
自
宅
か
ら
離
れ
た
施
設
に
入

所
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
平
成
18
年
度

に
誕
生
し
た
の
が
「
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
」
で
す
。
遠
く
の
施
設

で
は
な
く
、
自
宅
や
住
み
慣
れ
た

地
域
で
可
能
な
限
り
暮
ら
し
続
け

る
こ
と
を
支
え
る
た
め
の
サ
ー
ビ

ス
で
、
市
内
に
住
民
票
が
あ
り
、

要
支
援
や
要
介
護
の
認
定
を
受
け

　
認
定
を
受
け
る
た
め
に
は
、
市

高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
課
の
窓
口
ま
た

は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎

４
３
・
０
７
８
７
）
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
要
支
援
・

要
介
護
認
定
申
請
を
し
ま
す
。
専

門
の
調
査
員
に
よ
る
訪
問
調
査
が

行
わ
れ
た
後
、
認
定
審
査
会
に
お

い
て
公
平
な
審
査
に
よ
り
介
護
度

の
認
定
を
行
い
ま
す
。
そ
の
認
定

結
果
に
応
じ
て
、
介
護
度
で
利
用

で
き
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
介
護
度
が
高
く
な
る
に
つ
れ

て
、
利
用
者
や
家
族
の
状
況
に
合

わ
せ
た
複
数
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
計
画
を
作
り
、
利

用
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
と
契

約
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

新
た
に
介
護
事
業
所
を
探
し
た

り
、
信
頼
関
係
を
築
く
た
め
の
不

安
が
出
て
き
た
り
と
、
利
用
者
や

そ
の
家
族
に
大
き
な
負
担
が
生
じ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の

一
つ
目
の
特
徴
は
、
こ
れ
ら
の
負

担
や
不
安
を
解
消
し
、
一
つ
の
事

業
所
で「
通
い（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）」

「
訪
問
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）」「
泊

ま
り
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）」
の

三
つ
の
サ
ー
ビ
ス
を
自
由
に
組
み

②
地
域
密
着
型
通
所
介
護

　（
要
介
護
１
〜
５
）

　
定
員
18
人
以
下
の
小
規
模
な
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
で
、
入
浴
や
食
事
な

ど
の
介
護
や
機
能
訓
練
を
日
帰
り

で
利
用
で
き
ま
す
。

③
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

　（
要
支
援
１
〜
２
、要
介
護
１
〜
５
）

　
定
員
12
人
以
下
の
認
知
症
介
護

を
専
門
と
す
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

で
、認
知
症
と
診
断
さ
れ
た
人
が
、

食
事
・
入
浴
な
ど
の
介
護
や
支
援
、

機
能
訓
練
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

④
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

　（
要
支
援
２
、
要
介
護
１
〜
５
）

　
認
知
症
と
診
断
さ
れ
た
人
が
、

家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
５
人
か

ら
９
人
ま
で
で
共
同
生
活
を
し
な

が
ら
、
食
事
、
入
浴
な
ど
の
介
護

や
支
援
、
機
能
訓
練
な
ど
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
で
す
。

⑤
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉

　
施
設
入
所
者
生
活
介
護

　（
要
介
護
３
〜
５
）

　
入
所
定
員
が
29
人
以
下
の
小
規

模
な
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入

所
し
、
日
常
生
活
上
の
世
話
や
機

能
訓
練
や
健
康
管
理
と
い
っ
た

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で

す
。
二
つ
目
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
が
介
護
度
に
応
じ
た「
定
額
制
」

で
あ
る
こ
と
で
す
。
介
護
保
険
利

用
限
度
額
を
超
え
る
心
配
が
あ
り

ま
せ
ん
。た
だ
し
、食
費
、宿
泊
費
、

お
む
つ
代
な
ど
の
日
常
生
活
費
は

別
途
必
要
で
す
。

　
介
護
保
険
制
度
の
利
用
は
、
介

護
度
ご
と
に
毎
月
の
利
用
額
の
限

度
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
、
利
用
者

は
１
割
も
し
く
は
２
割
、
３
割
の

自
己
負
担
額
を
支
払
い
ま
す
。
限

度
額
を
超
え
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
た
場
合
は
、
超
え
た
分
が
全
額

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
高
齢
者
サ
ー
ビ

ス
課
☎
４
３
・
８
１
９
１

○
住
み
慣
れ
た
地
域
で
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
た
い

○
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て

ス
タ
ッ
フ
が
変
わ
る
と
落
ち
着
か

な
い

○
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

る
が
、
朝
か
ら
夕
方
ま
で
長
す
ぎ

て
つ
ら
い
の
で
、
行
く
時
間
を
調

整
し
た
い

○
必
要
な
分
の
訪
問
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
た
い

○
日
に
よ
っ
て
体
調
の
変
化
が
大

き
く
柔
軟
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

た
い

○
退
院
後
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
ほ

し
い

○
施
設
に
は
ま
だ
入
り
た
く
な
い

け
ど
、
自
宅
で
は
不
安

　介
護
保
険
は
、
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
る
た
め
の
制
度
で
す
。介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
は
、

費
用
の
一
部
を
負
担
す
る
こ
と
で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め

に
は
、
要
支
援
・
要
介
護
の
認
定
が
必
要
で
す
。

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
と
は

要
支
援
・
要
介
護
認
定
の

申
請
方
法

ど
ん
な
種
類
の
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
の
か

小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
サ
ー
ビ
ス
は
、

こ
ん
な
人
に
お
す
す
め

ご
存
知
で
す
か

小規模多機能型居宅介護のサービス

⑥
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

　（
要
支
援
１
〜
２
、要
介
護
１
〜
５
）

　
事
業
所
に
専
属
の
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
が
お
り
、
介
護
に
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
の
計
画
を
こ
こ
で
作
成

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
急
な

状
況
変
化
に
対
応
で
き
ま
す
。

もうすぐ病院を退院しますが、すっかり弱ってし
まい在宅での生活が不安です。

在宅生活が心配な人は、家に戻る前にしばらく泊
まりを利用してはどうでしょうか。慣れてきたら
少しずつ家で過ごす時間を増やしていき、在宅生
活に自信が持てるようになってから自宅に戻る、
という方法もありますよ。

家族が急な仕事で帰りが遅くなったり、朝早く仕
事に出かけたりすることがありますが、対応して
もらえますか。

家族が病気になったとき、急用が入ったときなど
の緊急時には、夕食まで食べて帰るよう時間を変
更する、泊まりに変更する、など臨機応変に対応
できます。

24
時
間
365
日
頼
れ
る
存
在

自  宅 小規模多機能施設あかり
☎52・1260

小規模多機能型介護施設花みずき
☎43・5001

訪  問

通い・泊まり

生活支援、身体介護（食事、
排せつ、入浴など）、見守り、
相談、家族や地域とのつな
ぎ役などを担います。

安
心
で
き
る
居
場
所

要介護1（1割負担）の方が、
17万5,000円のサービスを利
用した場合の自己負担額は、

実際に利用した金額 17万5,000円

支給限度額 16万6,920円

例

利用者負担
2万4,772円

１割負担
1万6,692円

支給限度額を
超えた額
8,080円

+ =

　
市
内
に
は
、
現
在
６
種
類
の
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
16

事
業
所
が
市
の
指
定
を
受
け
て
い

ま
す
。

①
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型

　
訪
問
介
護
看
護

　（
要
介
護
１
〜
５
）

　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や
看
護
職
員

が
１
日
数
回
の
定
期
的
な
巡
回
を

行
い
、
介
護
や
看
護
な
ど
の
支
援

を
し
ま
す
。
ま
た
、
利
用
を
開
始

し
た
と
き
に
設
置
す
る
通
報
装
置

に
よ
り
事
業
所
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

と
い
つ
で
も
話
を
す
る
こ
と
が
で

き
、
緊
急
時
の
対
応
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
24
時
間
対
応
型
の

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

同
じ
事
務
所
な
の
で

　
　
　

 

安
心
で
き
る

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
の
特
徴
は

介
護
保
険
利
用
限
度
額
と
は
？

・・・

て
い
る
人
が
利
用
で
き
ま
す
。
利

用
定
員
が
少
人
数
な
の
で
、
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か
く
応
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 を

気
に
な
る
介
護
保
険
の
お
話

ここが
ポイント
ここが
ポイント

　一つの事業所が利用者の状態や希望に応じて、「通い（デイサービス）」「訪問（ホームヘルプ）」「泊ま
り（ショートステイ）」の各サービスを組み合わせ、自宅で継続して生活するために必要な支援を柔軟に
行います。「デイサービス」に行ったり、またヘルパーに自宅を訪問してもらったり、時には事業所に泊まっ
たり。一つの事業所で顔馴染みの職員に対応してもらえるので、本人や家族は安心してサービスを利用
することができます。


